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飼育下個体のための動物福祉を推進する

24/7アプローチ

サブリナ ブランド & ハンナM. ブキャナンースミス 

要約

動物と、動物をケアする人々に捧げる

飼育下において動物が生き生きとした生活を続けるためには

※24/7とは、「24時間365日体制」という意味です。

これには、適切な食べ物、適切な施設、健康的に良好であること、
適切な行動が見られること、という4つの重要な原則が必要です。 

その一生における経験が考慮されなければなりません。
27/4のフレームワークは動物のニーズを満たすことを
提案するものです

このフレームワークは、Welfare Quality®（福祉品質）による
12の福祉評価基準フレームワークに基づくものです。

この12の福祉評価基準を、動物園の福祉にもっと関連したもの
へと改変するとともに、福祉ニーズが満たされているかどうかを
判断するために、2つの基準の追加を提案しています。

24/7
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動物福祉評価のための14の基準
快適な食べ物や水： 
動物に適切な給餌と給水がなされていますか

1. 空腹な時間が長時間続いていないこと
　 （つまり、自然な給餌間隔であること）
　 その他、肥満等の点についても考慮されていること

　 例：

2. 適切な食べ物とその種に適切な採餌行動をする機会が
　 与えられていること

　 例：キソデボウシインコのエンリッチメント

3. 喉が渇いたままの状態が長時間続いていないこと
　 （十分な量の水へのアクセスが可能であること）

　 例：重要な水質の認識

快適な獣舎： 
動物は適切な施設で飼育されていますか

4. 動物が休んでいる時（社会的に）、快適に過ごせる
　 ようになっているべきです。つまり、休息時や就寝時
    には、身体的に快適でリラックスした状態であること
　（常に    警戒しているわけではない）。

　 例：
　　　 動物園でのクマの一生を豊かにする

キソデボウシインコの採餌行動

実際の動物の動き
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デンバー動物園のテナガザル

デンバー動物園
サンディエゴ動物園
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デンバー動物園のテナガザル

デンバー動物園
サンディエゴ動物園

提供されている環境を含むケアは、
良好な健康状態や感情を促進していますか

オレゴン動物園

(Macaca sylvanus)



6 © ANIMALCONCEPTS.EU

原著
The 24/7 approach to promoting optimal welfare for captive wild 
animals. Behavioural Processes, Volume 156, November 2018, 
Pages 83-95. 
こちらからお読み頂けます： bit.ly/2Ju88WE
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